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ウス バン ョ チョ ウ が 茨城 県 水海道 市 小 具 川 河川 敷 草原 で 発見 され た の は , 1948 年 月 で ある . これ 
が 茨城 県 初 記録 で , 関東 地方 に おけ る 未 記 録 県 は 千葉 県 の み と な っ た . 記録 地 は 地理 的 に 小 具 川 低地 
と よ ば れ て いる . 同 地 の 本 種 は 年 ご と に 発生 数 を 減じ な が ら 1951 年 を 最後 に その 姿 を 消し た . 発生 
地 (以下 旧 発 生地 と よぶ ) ゃ 環境 が 激変 し 茨城 県 産 本 種 は 絶滅 し た か に 思わ れ た . し か る に , 1976 年 
> 月, 旧 発 生地 より 約 8km 下流 の 茨城 県 筑波 郡 伊奈 村 の 同 河川 敷 草原 で , 塩田 ら に より 生息 が 確認 
され た . 同 地 に は 2 ヵ所 の 生息 地 が ある が , 発生 量 の 多い 地点 を 対象 に , 1976 年 こ 1979 年 の 観察 結 
果 か ら 茨 城 県 産 ウ スバ シロ チョ ウ の 生態 を 報告 する . 

本 稿 を 草 す る に 当り 日 頃 御 指導 を た まわ る 九州 大 学 白 水 隆博 士 , 茨城 県 に お ける 初発 見 者 木村 信之 
氏 , 植物 に つい て ご 教示 下さ っ た 茨城 大 学 鈴木 昌 友 博士 , 日 本 植物 友の会 理事 渡辺 剛 男 氏 , 水源 地 近 
傍 の 本 種 に つい て 示唆 を 与え られ た 小泉 雄一 郎 医 博 , 再発 生 確認 の 端緒 を つけ られ た 茅 根 重 夫 氏 , 幼 
虫 発 見 に 協力 され た 日 本 写真 家 協 会 員 中 村 国 利 氏 , 茨城 県 立 水海道 第 二 高 校生 物 ク ラブ の 諸 姉 に お 礼 
申し あげ る . 





関東 地方 に お ける 分 布 状況 


茨城 に 隣接 する 各 県 の 本 種 の 分 布 状況 を 図 1 に 示す . 茨城 県 で は 現在 当該 地 が 唯一 の 発生 地 で あり , 
現在 まで 小 貝 川 水系 を 探索 し て も 茨城 県 内 で は 他 に 発生 は 認め られ て いな い . 


生息 地 概況 お よび 調査 対象 地 
出発 生地 , 現 発 生地 と も に 小 具 川 河川 敷 で ある が , 同 河川 は 栃木 県 南 那 須 町 に 源 を 発 し 茨城 県 利根 
町 で 利根 川 と 合流 する 利根 川 水系 の 河川 で ある . 流域 は 栃木 県 内 を 除い て 沖積 層 小 貝川 低地 と よ ば れ , 
発生 地 周辺 は 海抜 8m 以下 . 周辺 部 に 海抜 10~15m の 台地 を わずか に 残し て いる . な お , 同 河川 
に は 関東 三 大 坦 と し て 知ら れる 堀 が あり 水量 調節 放水 の た め 生 息 地 に 冠水 の 影響 を と 揚 えて いる . この 
定期 的 完 水 は 農耕 地 等 転用 な どの さま た げ と た なり, 現状 保存 に 役立っ て いる . 調査 地 は 河川 敷 内 14x 
っ 0m の 草原 で ある . この 狭い 草原 で 本 種 は 発生 , 生育 し , 成虫 も また 同 草原 を 生息 地 と し て いる . 川 


次 と 峨 7y6 to Cg, 31 (3, 4): 181-187, 1981 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


182 蝶 と 峨 Ty6 to Ga Vol. 31, No. 3 & 4, 1981 





図 1. 隣接 県 の 分 布 状況 (1: 1948 年 の 生息 地 : 2: 現在 の 生息 地 ). 





岸 よ り 120m, 草原 に 隣接 し て 高 さ $m の 堤防 が 集 か れ て いる . 堤防 を 越す と 新興 住宅 が 並列 し , 生 
息 地 は 子供 た ちの 愉 好 の 遊び 場 で も ある . 

植生 は 川岸 より 約 30m は ヤナ ギ を まじ えた アン 原 で ある が , 生息 地 だ け は 篤 農 家 に よる アン 刈り 
が 以前 か ら 行 な われ , 典型 的 な 河川 敷 春 植物 群落 の 景観 を 示す . ウス バシ ロ チ ョ ウ 発 生 期 の 状況 は , 
ァ ン を 優 占 種 と し て , その 下層 に チョ ウジ ソウ (草丈 60cm), ノ カ ラマ ツ , ヤ エ ム グラ , スギ ナブ ( 各 
30 cm), ニョ イス ミレ , ジロ ボウ エン ゴ サ ク ( 各 20cm) な ど が ある . 早春 2 月 に は 一 面 枯草 の 中 に 
ジロ ボウ エン ゴ サ ク が わずか に 新 葉 を の ぞ か せ , 陽 春 に は ノウ ルン シ の 花 が 草原 を いろ どる . この 草原 
の 両側 に 雑木 林 が 成立 し , 高木 層 に クヌギ , コナラ , ハン ノ キ , エノキ , 低木 層 に イボ タ が ある , 堤 
防 に は ヒメ ジョ オン , スイ バ , カラ ス ノ エ ンド ウ が 多く , セイ ヨウ アブ ラナ の 群落 も る み ら れ る . 参考 
まで に ウス バシ ロ チ ョ ッ ウッ の 出現 期間 に 確認 され た 同 地 の チ ョ ウ 類 を 列記 する . ダイ ミ ョ ウ セ セリ , ミ 
ヤマ チャ バネ セセリ 。 キア ゲハ へ , アゲ へ へ, クロ アゲ ハム , カラ ス ア ゲハ , ジャ コウ アゲ へ ハ へ ハ , アオ スジ ア 
ゲハ 。 モン シロ チョ ウ , スジ グロ ジロ チ ョ ウ , ツマ キチ ョ ウ , モン キチ ョ ウ , キチ ョ ウ , ベニ ンジ 
ミミ, ツバメ シジミ, ルリ シン シジミ, キタ テン コミ スジ , ゴマ ダラ チョ ウ , ヒメ ウラ ナミ ジャ ノ メ , コ 
ジャ ノ メ , ヒメ ジャ ノ メ . 気温 は 旧 発 生地 の ある 水海道 市 の 建設 省 出張 所 の 資料 に ょ る と , 年 間 平均 
気温 14.1°C, 1917 年 ~1955 年 まで に 記録 し た 最高 温度 37.6°C, 最低 一 13.0C が ある が , 1 月 の 
平均 気温 は 2.8?C と な っ て いる . 
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図 2. 調査 地 の 景 観 , ウス バシ ロロ チョ ウ は 左 後方 の クヌギ 等 で 就 眠 す る . 


成虫 の 発生 状況 

1976 年 3 月 20 日 2 ば 採集 . この 記録 が 1932 年 来 絶 減 と 思わ れ た 茨城 県 産 本 種 の 再発 見 記録 と な 
る . 3 月 21, 22 日 の 調査 で 約 40 頭 の 生息 を 確認 . 3 月 27 日 終 粉 . 

1977 年 4 月 30 日 $ 頭 . 5 月 1 日 20 頭 , うち 10 頭 ヒマ ー キ ング , マー キン グ 個 体 は 3 月 8 日 まで 
生存 確認 . 3 月 8 日 最盛 期 を な か え マ ー キ ング に より 92 頭 を 数 える . 3 月 17 日 終 爆 . 

1978 年 ? 月 3 日 2 個体 . 5 月 5 日 約 30 頭 . 5 月 14 日 最盛 期 。 マー キン グ に より 70 頭 を 確認 . 
ゝ 月 20 日 4 頭 . 3 月 24 日 終 粉 . 

1979 年 $ 月 2 日 2 個体 . 5 月 5 日 約 40 頭 . $ 月 13 日 3 頭 . $ 月 14 日 終 鳩 . 同年 は 最盛 期 に 降雨 
が 続き , 生息 地 は 3 月 11 日 に 冠水 , 水没 し て いる . 
以上 の 発生 状況 を みる と , 初見 日 は 4 月 30 日 5 月 3 日 の 間 . 初見 日 より 約 10 日 で 最盛 期 を むか 
え , それ か ら 約 1 週間 を 経過 する と 個体 数 は 急激 に 減少 する . 個体 数 調査 は 生息 地 が し だ い に 郁 好 者 
の 知る と ころ と な り , 採集 者 も 入っ て 正確 な 数 の 把握 は 困難 に な っ て き て いる . な お 同 地 隣 接 の 住宅 
に 住ま われ る 北野 谷 氏 に よる と , 本 種 の 確認 は 1971 年 か ら と の こと で あっ た . 筆者 ら が 再発 見 と し 
て 記録 し た 1976 年 は 特に 発生 量 が 多く , 堤防 を 越え , 住宅 内 の 花壇 で 吸 密 する 個体 が 目撃 で きた と 
いう . 同氏 が 同 地 に 移住 され た の が 1971 年 で ある か ら 発 生 は それ 以前 か ら で あ っ た ろう . 








食 草 


食 潮 は ジロ ボウ エン ゴ サ ク (ケン 科 ) で ある . 1948 年 の 旧 発 生地 草原 で は 周縁 に スラ サキ ケ マ ン も 
認め られ た が , 現 発生 地 周辺 に は 自生 し て いな い . 木村 信之 氏 は , か つて 旧 発 生地 の 食 草 は ジロ ボウ 
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エン ゴ サ ク で あろ うと 推測 され た が 確認 に は いた ら な か っ た . 本 食 草 は ムラ サキ ケ マ ン に 較べ 極め て 
繊細 軟弱 で , 一 株 当り の 業 量 も 少なく , 幼虫 が よじ 登る と 倒伏 し て しまう. その た め , 他 の 植物 に お 
お われ て 幼虫 の 発見 も 困難 で あっ た が , 草原 内 を た ん ね ん に 探索 し 1978 年 に ジロ ボウ エン ゴ サ ク を 
食 草 と し て 確認 し た . 茨城 大 学 教授 鈴木 昌 友 博士 に よる と , 本 種 は 関東 以西 に 分 布 し 茨城 県 内 の 分 布 
も 局 地 的 . 有 性 生殖 に よる 繁殖 率 は 悪く 地下 款 茎 に より 増殖 する が , 球 茎 形成 率 も 低い の で , お の ず 
と 分 布 は 限定 され る と いう . 発生 地 周辺 で も 本 種 が 豊富 に 自生 する 草原 は 局 地 的 ・ 断 続 的 で ある . 生 
者 状況 は 気象 条件 に より 若干 の 変動 は ある が , 1 月 上 旬 新 芽 を 枯草 の 下 で 地表 に の ぞ か せ , 2 月 上 旬 
に は 地上 3cm 程 に 伸長 し 新 葉 を わずか に 開く . 開花 は 4 月 中 旬 . 3 月 下旬 に は 他 の 植物 に 被覆 され 
地上 部 は 枯死 する . 発生 地 で は 1m: 当り 約 15 株 の 頻度 で ある . 





生活 史 概 略 

5 月 中 旬 , 落葉 枝 な ど に 産卵 が 行なわ れる . これ ら は 降雨 に 続く 水量 調節 用 堀 の 放 水 に より 2~3 
日 程度 冠水 する が , ほとん ど 草 原 か ら 流 出す る こと な く , 2 月 中 > 下旬 に 和 疫 化 する . その 頃 食 草 は 前 
述 の よう に 地上 に 伸長 し て いる . 4 月 中 旬 , 成熟 幼虫 と な り , 落葉 の 下 に 埋もれ た 食 草 の 新 葉 , 花 草 
た など を 摂 食 する . 1 葉 を 食べ つく し て か ら 次 の 葉 に 移動 する の で , 食 痕 は 葉 を 爪 で 摘ん だ よう 2 な 状態 
に な た る. 直射 日 光 を 浴び な が ら 食 草 に よじ 登っ て 摂 食す る よう な 行動 は 見 られ ず , むし ろ 圭 大 で 気温 
の 高い 日 , 晴れ た 日 の 夕刻 な ど に よく 摂 食 する . 摂 食 時 以外 は ョ トウ ムン シン の よう に 落葉 内 に ひそ ん で 
いる こと が 多い . や が て 落 業 を 綴り 聞 を 作っ て 暴 化 する が , 佐 化 場所 は 雑木 の 根株 近く な ど 落 葉 の う 
ず 高 く 積 っ た 場所 を 選ぶ . 4 月 下旬 遇 化 . 遇 の 期間 15~20 日 . 功 に 脱出 孔 を 作っ て 羽化 する が , 羽 
化 後 の 遇 殻 は ほぼ 完全 な 形 で 残さ れる . 


配偶 行動 と 産卵 


晴天 時 の 午前 10 時 頃 か ら 雄 の 雌 探 索 飛 北 が 活発 に な り , 地上 約 40cm 程 の 草本 の 間 を 縫う よう に 
し て 飛び つづ ける . 雌 は 吸 密 時 を 除い て は 半日 陰 に な っ た 草 の 葉 上 に 贅 を 開い て 静止 する こと が 多 
い . 雄 が 雌 の 上 空 約 30cm より 下 を 飛ぶ と 敏感 に 反応 し て 次 を 閉じ る . 観察 地 で は 1 頭 の 未 交尾 肉 の 
上 空 を 1 時 間 に 延 30 頭 の 雄 が 去 来 し た が , 遂に 燃 を 開か ず , 飛来 瞬間 だ け 体 を 傾斜 させ る 反応 を 示 
し た . これ ら 草 むら で 静止 する 雌 に 対 し て 交尾 の 成功 し た 例 は 観察 で きず , 訪 花 吸 蜜 中 の 雌 を 対象 に 
交尾 が 行なわ れ た . この 場合 は 吸 蜜 中 の 雌 に 雄 が は ば た き な が ら 接 触 し , 交尾 に 成功 する 場合 も ある 
が , も つれ あっ て 章 の 上 に 落下 し た 雌 を 対象 に 交尾 を 果たす こと も ある . 交尾 し た まま 草 に は いあ が 
り , 交接 時 間 は 2 時 間 に お よぶ 場合 も ある . 

産卵 は 飛翔 中 突然 草むら に 沙 下 する よう に し て 行動 が 始ま る . 草むら に 欧 を 開い て 止 っ た 肉 は や が 
て 英 を 閉じ 地上 に 降り 数 分 歩い て か ら 産 卵 を は ト じ め る . 産卵 対象 と し て 確認 で きた も の は , エノキ の 
枯 業 , 落 業 に うず も れ た 径 8 mm の 古 竹 。 ハナ ワ ラビ の 茎 , ノイ バラ の 茎 で , 2~5 卵 が 産 付 され る . 
産卵 後 は 草 を よじ 登り 飛び た っ た が , 飛翔 距離 は 短 か く , 葉 上 に 20~30 分 次 を 休め , 再び 産卵 また 
は 吸 蜜 行 動 に 移る . 


訪 花 ・ 吸 蜜 


吸 密 植 物 と し て 確認 で きた の は 次 の 7 種 で ご ある. チョ ウジ ソウ (キョ ウチ クト ウ 科 ), オ ヘ ビ イチ ゴ 
(バラ 科 ), ゲン ゲ (マメ 科 ), セイ ヨウ アブ ラナ (アブ ラナ 科 ), ハル ジョ オン (キク 科 ), ニョ イス ミ 
レ (スミ レ 科 ), オオ イヌ ノラ グリ (ゴマ ノ ハグ サ 科 ). 

これ ら の うち チョ ウジ ソウ は 林内 で は 陽光 の 入る 開 地 , 草原 で は 周辺 部 に 群落 を つく り , あたかも 
ウス バシ ョ チョ ウ の 出現 期 に 合せ る よう に 開花 し て , 主たる 吸 蜜源 に な っ て いる . 開花 期 は 1978 年 
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図 3 チョ ウジ ソウ を 訪れ た ウス バシ ョ チョ ウ . 


の 観察 で は 4 月 30 日 ~5 月 23 日 で ある . 堤防 に は ハル ジョ オン と 帰化 植物 で 最近 繁殖 し た セイ ョ ウ 
アブ ラナ の 開花 群落 が ある が , 両 種 と も チョ ウジ ソウ に 較べ 吸 窒 頻 度 は 少な い . 他 の 植物 は 量 的 に も 
少な く 訪 花 も 稀 で ある . チョ ウジ ソウ で の 吸 窒 時 間 は 1 花 当 り 約 30 秒 . 頭 部 を 筒 状 花冠 に うず め る よ 
うに し て 吸 密 する が , これ は ウス ババ シロチョウ の 口 胸 の 長 さ と 窒 腺 まで の 距離 が 関係 する の で あろ う 
か . 資料 数 が 少な い が 参 考 ま で に 現地 で 10 個体 に つい て 測定 し た 結果 で は ウス バシ ロ チ ョ ウ の ロロ 了 
平均 値 は 9.05mm. チョ ウジ ソ ツ 花冠 入口 か ら 蜜 腺 まで の 平均 値 は 9.06 mm で あっ た . 同 花 の 花冠 
筒 部 に は 白 毛 を 密生 する が , その 中 央 部 か ら 挿 入 さ れ た 口 物 は 5 個 の お し べ を 通り め し べ 基 部 の 窒 腺 
に 達する . 同 花 を 訪れ る 昆虫 は 他 に 膜 区 月 の 仲間 が ある が , 頻度 は ウス バシ ロ チ ョ ウ に お よ ば な い 、. 


河川 敷 の 水没 と 卵 


3 月 上 旬 林 床 に 産卵 され た 卵 は 河川 敷 の 冠水 に より 年 に 4~5 回 水没 する . 1978 年 5 月 21 日 を 例 に 
と る と 午前 6 時 の 水位 355cm が 18 時 に 132cm と な り , 12 時 間 で 223 cm の 水位 変化 が あっ た . 
(建設 省 下館 工事 事務 所 山王 水位 観測 所 に よる ) . 調査 地 近傍 の 山王 水位 観測 所 資料 に よれ ば 3, 6, 7, 11 
月 に 冠水 が 毎年 の よう に くり か えさ れ て いる . 1976 年 , ウス バシ ロ チ ョ ウ は 3 月 29 日 に 終 娘 し た が , 
っ 月 25 日 ~28 日 に は 300cm を 越す 水位 と な り , 同年 産ま れ た 卵 は ほとん ど 冠 水 し た こと に な る . 
それ に も か か わら ず 1977 年 に は 92 個体 の 成虫 が 確認 され た . 1978 年 に は 産卵 現場 で , 卵 の 付着 し 
た 落葉 , 小枝 を ビニ =ー ル テー プ で 現場 に 固定 した. 5 月 12 日 産卵 , 3 月 20 日 て 21 日 冠水 . 夏期 冠水 
の デー タ は 明らか で な い が , その 卵 は 1979 年 2 月 10 日 に 鋼 化 し た . 


日 周 活 動 


1978 年 5 月 13 日 , 草原 や 雑木 林 が よく 展望 で きる 場所 に 位置 し て , 午前 7 時 か ら 18 時 まで の 11 
時 間 , 毎時 00 分 <05 分 , 15 分 ~20 分 , 30 分 ~35 分 , 45 分 ~50 分 と , それ ぞ れ 3 分間 目 視 に よ 
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図 4. 成虫 の 日 周 行動 (1978 年 $ 月 13 日 ). 縦 還 は 個体 数 , 横 軸 は 時 間 , 太い 実線 は 飛 
翔 中 , る @ は 訪 花 中 の 個体 数 を 示す ; 口 の 細い 実線 は 照度 , 〇 の 破線 は 温度 . 


り 蝶 の 行動 を 観察 し た . 草原 上 また は 雑木 林内 を 飛翔 中 の 個体 数 , 訪 花 中 の 個体 数 , 植物 上 に 休止 中 
の 個体 数 , その他, に 分 け て 目撃 数 を 記録 し た . 同時 に 地上 1.5m 雑木 林内 日 陰 の 気温 , 照度 を 測 
定 し た . 

結果 は 図 4 に 示す と お り で ある . 調査 日 は 朝 は 晴 , 日 中 時 々 簿 雲 が 流れ て 観察 地内 の 照度 に 大 き な 
変動 が 見 られ , 飛翔 個体 数 変動 は 照度 と 高い 相関 を 示す よう で ある . 観察 時 間 外 で も 日 が か げ る と , 
今 ま で 飛翔 し て いた も の が 突然 目撃 で き な く な っ た り し た . 午前 7 時 30 分 以降 は 雑木 林 の ュ ナ ラ , 
クヌギ の 葉 上 で 休止 し て いた 蝶 が 一 斉 に 飛び た ち , 草原 に 舞い 降り て 飛び か う . その 後 30 分 ほど で 
多く は チョ ウジ ソウ の 花 の 吸 密 行動 に 移り , 花 の 周囲 を 低く 飛 忘 . チ ョ ウジ ソウ 群落 間 の 移動 は 10 時 
頃 ま で は 活発 で あっ た が , この 短 距 離 ( 約 1 ご 3 m) の 移動 も 太陽 が 雲 に さん え ぎら れる と 見 られ な く な 
る . 雌 は 活発 に 飛 逆 する こと は な く , 草 の 上 に 静止 する か , 訪 花 吸 密 を する . 雄 は さか ん に 探 敗 飛 逆 
を する . 午前 中 に 目撃 で きた 飛翔 個体 の 多く は 雄 で あっ た . 午後 は 目撃 数 が 激減 する . 花 に まつ わる 
数 に は 大 き な 変 動 は な い . 15 時 過ぎ か ら 休 止 す る 蝶 が 目 出 ち , 17 時 過ぎ まで 次 第 に 増加 し , 17 時 15 
分 に は 12 頭 を 確認 その 数 は 18 時 まで 変化 し な か っ た . 地上 7m の クス ギ 小 枝 の 葉 上 に 両 女 を 水 
平 に 広げ て 静止 する も の は 。 その まま 睡眠 状態 に 入っ た も の と 考え られ , 15 時 50 分 か ら 18 時 まで 次 
勢 を 変 を な か っ た . 夜間 は クヌギ 枝 上 の 葉 に 休む 場合 と 草原 の 茂み の 地表 近く に 休む 場合 と が ある が か , 
調査 で は クヌギ 葉 上 の 個体 数 の み を 数 えた . 

な お 同日 , 10 時 と 14 時 に 産卵 行動 を , 11 時 45 分 に は 交尾 1 例 , 10 時 15 分 に は 羽化 直後 の 雌 が 
地上 を 歩行 し チョ ウジ ソウ の 茎 を 登 行 する 状態 を 観察 した. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


蝶 と 峨 Ty6 to Ga Vol. 31, No. 3 & 4, 1981 187 
考 察 


海抜 10m 以下 の 低地 に 発生 する 茨城 県 産 の 本 種 が , 旧 発 生地 か ら 移 住 し た の か , 地質 時 代 か ら 遺 
存 種 と し て 小 具 川 水 系 に 点々 と 生息 する の か , 栃木 県 か ら 運 ば れ た も の か どう か は 不明 で ある . 生息 
地 が 比較 的 閉鎖 的 , し か も 狭 少 で あり 卵 か ら 成 虫 ま で , その 生活 の すべ て を この 草原 に 依存 し て いる の 
で 観察 に は 便利 で あっ た . し か し この 生息 地 で 種 を 永続 させ る に は 次 の よう な 多く の 困難 が ある と 思 
われ る . 1) 食 草 が ムラ サキ ケ マ ン に 較べ 葉 量 が 少な い ジ ロボ ウエ ン ゴ サク で 系 度 も 低い こと , 2) 生 
息 地 が 気象 条件 に よっ て は 幼虫 期 の 冠水 も ゃ あり 得る こと , 3) 生息 地 の 植生 が 変化 する お それ の ある こ 
と , ④⑳) 生息 地 が 狭 少 で ある こと な ど は その 代表 的 な も る の と いえ よう . 更に 住宅 地 に 隣接 する の で 生息 
地 へ の ゴミ 投棄 , 冬期 の 野火 の お それ , 採集 者 が し だ い に 増 え , 限ら れ た 個体 群 の 構成 数 を 減ら し て 
いく こと な ど 愛 慮 すべ き 条 件 が 多い . 
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Summary 


In this paper we noted the life cycle and behavior of Parnassius glacialis BUTLER inhabiting a 
limited grass bed along the Kokai River (alt. 8 m) in Ibaraki Prefecture. 

The distinctive feature observed in the survey is that Parnassius glacialis BUTLER is flooded every 
year at the stage of eggs, and spends its whole life within the habitat definitely limited. 

The survey revealed that the yearly decrease of the population hints the impossibility of the 
permanent existence of Parnassius gracialis BUTLER in the above-mentioned grassland. 
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